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領域 Ａ 数と計算 

概要 

十進位取り記数法により２位数を書き表す。このとき，一や十の単位の大きさを表すのに，

位置の違いを利用することの理解を深める必要がある。そこで，一の位に『ばら』が１０個

たまると，『１０のまとまり』を作り，すぐ右の十の位に『１０のまとまり』を１個置いて

いく操作を通して，一の位や十の位の意味を深めることができる。 

作り方 

 

〈作成の手順〉 

 

 ① 枠を貼り付ける台紙には，一の位と十の位とが区別しやす

いよう，違う色の紙を使って貼り合わせる。 

 

 

 ② ①で作った台紙の上に，牛乳びんの栓（直径約 3.5㎝）が

入る枠を作成する。1枚の栓を出し入れしたり，栓を１０枚

重ねて貼り合わせたものを乗せたりするのに適した厚みの

ある枠が適当であるため，薄めの段ボールなどを利用する。 

 

 

 ③ ①と同じ色の台紙で，『１０のまとまり』の数や『ばら』

の数を書くための場所や『十のくらい』・『一のくらい』と書

いた場所，白い紙で２位数を書く場所を作り，ラミネートす

る。 

 

 

 ④ 牛乳びんの栓を１０枚貼り合わせたものを作り，１番上に

『１』と書く。また，ばらの栓にもすべて『１』と書く。 
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用い方 場面（単元内）：２位数を十進記数法で書き表す方法を考える場面 

場面（授業内）：『１０のまとまり』を作り，『ばら』のすぐ右の場所（十の位）に移す場面 

 

① 子どもに『１０のまとまり』を作らせ，『ばら』のすぐ右の場所（十の位）に移させる。 

② 『１０のまとまり』を置く場所（十の位）と『ばら』を置く場所（一の位）との違いを

意識させる。 

③ 十の位には『１０のまとまり』が，一の位には『ばら』が，それぞれいくつかを数えて

その数を並べて書き，２位数の書き方を理解させる。 

 

期待される

効果 

 『１０のまとまり』を作ることで既習事項を活用することのよさを味わうことができる。

また，それを繰り上げる操作により，さらに『１０のまとまり』が１０個まとめるとさらに

その右側に百の位を作り，そこに繰り上げることを予想させることができる。 

 また，『１０のまとまり』がいくつということと十の位がいくつということをつなげるこ

とで，十進記数法の理解を深めることができる。 

「指導」の際

の留意点 

・栓を重ねたままで『１０のまとまり』を十の位に移すことができる

ように，平面で操作して教材提示装置で提示する。 

 

 

・『１０のまとまり』や『ばら』を置く位置を確認し，それぞれ『十の

くらい』や『一のくらい』と呼ぶことを教え，子どもがお互いに問題

を出し合うなど，話し合い活動につなげる。 

 

 

・『１０のまとまり』や『ばら』がそれぞれいくつかを考えて書き表す

ことになれてくると，数え棒など違うものでも同様にできるようにす

る。 

 

 

・一の位が０になる場合の例を示し，既習の何も無いことを０と書き

表すこととつないで，『ばら』が０だから『一のくらい』は『０』と書

き表すことに気付かせる。 

 

 

 

 


